
解 説
農業者支援のために知っておこう
地理的表示（ＧＩ）法の最新改正と国際的背景

１　

Ｇ
Ｉ
制
度
の
お
さ
ら
い

　

二
〇
一
五
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
法
」
と

い
う
）
で
す
が
、
平
成
二
八
（
二
〇

一
六
）
年
と
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
に
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
三
〇
年
改
正
は
、
二
〇
一
九
年
二

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

（
改
正
前
を
「
旧
法
」、
改
正
後
を

「
改
正
法
」
と
い
う
）。

　

地
理
的
表
示
（Geographical 

Indication
、
以
下
、「
Ｇ
Ｉ
」
と
い

う
）
と
は
、「
特
定
農
林
水
産
物
等

の
名
称
の
表
示
」（
法
二
条
三
項
）、

つ
ま
り
、
生
産
地
に
由
来
し
た
特
性

を
有
す
る
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の

表
示
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
農
林
水
産
物
等
」

は
、
食
用
の
農
林
水
産
物
お
よ
び
加

工
飲
食
料
品
、
な
ら
び
に
、
政
令
で

定
め
る
農
林
水
産
物
（
観
賞
用
の
植

物
、
工
芸
農
作
物
、
立
木
竹
、
観
賞

用
の
魚
、
真
珠
）
お
よ
び
政
令
で
定

め
る
加
工
品
（
農
林
水
産
物
か
ら
製

造
・
加
工
し
た
飼
料
、
漆
、
竹
材
、

精
油
、
木
炭
、
木
材
、
畳
表
、
生

糸
）
で
す
。
酒
類
や
、
医
薬
品
、
医

薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
再
生
医
療
等

製
品
は
除
か
れ
ま
す
が
、
６
次
産
業

化
の
産
品
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
「
特
性
」
は
、
生
産

地
や
生
産
方
法
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
特
性
は
、
①
風

土
・
自
然
環
境
の
よ
う
な
「
地
域

性
」、
②
生
産
方
法
・
技
術
・
工
夫

の
よ
う
な
「
取
組
み
」、
③
歴
史
・

文
化
の
よ
う
な
「
伝
統
性
」
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
地
域
性
」「
取
組
み
」「
伝
統
性
」

を
介
し
て
、
特
性
と
生
産
地
が
密
接

不
可
分
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り
、

産
品
に
対
す
る
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
（

≒

顧
客
吸
引
力
）
が
生
産
地
に
帰
着
す

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
特
定
農
林
水
産
物

等
（
以
下
、「
Ｇ
Ｉ
産
品
」
と
い
う
）

の
名
称
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
国

が
そ
の
品
質
を
保
証
（
お
墨
付
き
を

付
与
）
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
、
Ｇ
Ｉ
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
初

め
か
ら
Ｇ
Ｉ
と
い
う
「
器
」
に
、
国

が
お
墨
付
き
を
与
え
た
特
性
等
を

「
中
身
」
と
し
て
入
れ
ら
れ
る
た
め
、

非
常
に
効
率
的
に
プ
ラ
ス
の
ブ
ラ
ン

ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
（
資
産
的
価
値
）

を
蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
お

墨
付
き
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
事
業
者

が
示
す
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
顧
客
が
抱
く
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

メ
ー
ジ
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
な
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
（
詳

し
く
は
拙
稿
（
本
誌
五
四
四
号
一
六

～
二
一
頁
）
参
照
）。

　

次
に
、
Ｇ
Ｉ
制
度
の
改
正
点
を
手

続
面
と
登
録
後
の
効
果
の
面
か
ら
整

理
し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
、

生
産
業
者
・
生
産
者
団
体
に
と
っ
て

の
影
響
の
大
き
さ
も
、
大
・
中
・
小

の
三
段
階
で
示
し
ま
し
た
。
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２　

手
続
き
に
係
る
改
正
点

⑴　

申
請
等
の
手
続
き
（
改
正

後
）

　
「
生
産
業
者
」
を
直
接
・
間
接
の

構
成
員
と
す
る
「
生
産
者
団
体
」
が

明
細
書
を
作
成
の
う
え
、
農
林
水
産

大
臣
に
申
請
し
、
審
査
を
経
て
登
録

さ
れ
ま
す
（
図
表
１
）。
登
録
後
、

生
産
者
団
体
は
、
①
明
細
書
の
変

更
、
②
生
産
が
明
細
書
に
適
合
し
て

行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
指
導
・
検

査
、
③
実
績
報
告
書
の
提
出
等
の
生

産
行
程
管
理
業
務
（
法
二
条
四
項
）

を
行
い
ま
す
。
前
記
の
点
や
登
録
要

件
、
申
請
書
類
は
、
改
正
前
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
改
正
点
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

⑵　

方
式
審
査
・
申
請
公
示�

�

影
響
：
中　

★
★
☆

　

申
請
後
遅
滞
な
く
、
申
請
Ｇ
Ｉ
産

品
の
名
称
な
ど
が
公
示
さ
れ
ま
す

（
改
正
法
七
条
四
項
）。

　

ま
た
、
改
正
前
は
、
方
式
審
査
で

生
産
者
団
体
に
欠
格
事
由
が
あ
る
場

合
に
の
み
、
登
録
拒
否
さ
れ
て
い
ま

し
た
（
旧
法
八
条
一
項
、
一
三
条
一

項
一
号
）。
今
後
は
、
方
式
審
査
で

申
請
書
類
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
っ

た
り
、
重
要
事
項
の
記
載
が
不
十
分

な
場
合
、
補
正
命
令
が
な
さ
れ
、
補

正
し
な
い
と
申
請
却
下
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
（
改
正
法
七
条
の

二
）。

⑶　

明
細
書
変
更
の
承
認
等�

�

影
響
：
小　

★
☆
☆

　

登
録
後
の
明
細
書
の
変
更
登
録

（
旧
法
一
六
条
）
の
手
続
き
が
な
く

な
り
、
登
録
事
項
の
変
更
登
録
（
改

正
法
一
六
条
）
と
、
明
細
書
変
更
の

承
認
（
改
正
法
一
六
条
の
二
）
の
手

続
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
生
産
者
団

体
の
名
称
・
住
所
・
代
表
者
・
連
絡

先
の
変
更
等
は
、
明
細
書
変
更
の
承

認
で
済
み
ま
す
。

⑷　

平
成
二
八
年
改
正�

�

影
響
：
小　

★
☆
☆

　

平
成
二
八
年
改
正
の
多
く
は
、
平

成
三
〇
年
改
正
で
整
理
・
統
合
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
二
八
年
改
正
で
の
追

加
条
項
の
う
ち
、
残
っ
て
い
る
の

は
、
相
互
に
Ｇ
Ｉ
を
保
護
し
あ
う
外

国
の
Ｇ
Ｉ
産
品
の
指
定
に
つ
い
て
の

法
二
三
か
ら
三
二
条
と
、
関
係
行
政

機
関
の
協
力
に
つ
い
て
定
め
た
法
三

六
条
で
す
。

　

日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、

「
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
）
の
発
効

に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
側
の
Ｇ
Ｉ
七
一
産

品
、
日
本
側
の
Ｇ
Ｉ
四
八
産
品
が
相

互
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

農
水
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
①
複

合
語
の
Ｇ
Ｉ
の
一
部
が
普
通
名
称
と

認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
一
部

分
に
は
Ｇ
Ｉ
の
保
護
が
及
ば
な
い
も

の
（
単
体
で
の
使
用
は
可
）
と
し

て
、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
ブ
リ
ー
、
エ

メ
ン
タ
ー
ル
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
、
プ

ロ
ヴ
ォ
ロ
ー
ネ
、
チ
ェ
ダ
ー
、
エ
ダ

ム
、
ゴ
ー
ダ
が
挙
げ
ら
れ
、
②
複
合

【図表 1】ＧＩ登録申請の手続き

GI 登録申請（７条１項）★

方式審査（明文なし）◆

申請事実の公示（７条４項）■

公示日から３ヵ月以内 公示日から３ヵ月間現地調査
（明文なし）◇

（実体）審査（明文なし）◆

登録拒否（13条１項１号～４号）■

補正命令（７条の２第１項）■

　

★生産者団体
■農林水産大臣
◆審査官
◇審査官及び管轄農
政局の担当者

登録（６条、12 条１項）■

申請書の公示（８条１項）■

申請受理
（８条 1項）■

補正★ 申請却下
（７条の２第２項）■

学識経験者委員会の意見聴取
（11条１項）■

意見書提出（９条１
項）：何人も可

申請書、明細書、生産行
程管理業務規程の公衆の
縦覧（８条２項）■
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語
の
Ｇ
Ｉ
と
、
当
該
複
合
語
を
構
成

す
る
一
部
の
単
語
が
類
似
名
称
で
は

な
い
た
め
、
当
該
一
部
分
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
と
し
て
保
護
し
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
も
の
（
単
体
で
の
使
用
は

可
）
と
し
て
、
グ
ラ
ナ
、
ペ
コ
リ
ー

ノ
、
ロ
マ
ー
ノ
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ガ

ー
、
ブ
ラ
ー
ト
ブ
ル
ス
ト
、
ロ
ー
ス

ト
ブ
ラ
ー
ト
ブ
ル
ス
ト
、
モ
ル
タ
デ

ッ
ラ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
③
「
パ
ル
メ
ザ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
の
流
通
実
態
を
踏
ま

え
、
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ

ー
ノ
と
は
実
質
的
に
別
の
チ
ー
ズ
と

認
識
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
の

保
護
の
対
象
外
と
し
、
④
品
種
名
称

と
し
て
同
一
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い

る
産
品
に
つ
い
て
は
、
品
種
と
し
て

の
名
称
使
用
（
例
：
バ
レ
ン
シ
ア
、

カ
ラ
マ
タ
、
ロ
ッ
シ
ャ
）
は
、
Ｇ
Ｉ

の
保
護
の
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

３　

登
録
の
効
果
に
係
る
改
正
点

⑴　

登
録
の
効
果
（
改
正
後
）

　

Ｇ
Ｉ
登
録
後
、
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
の

譲
渡
者
・
引
渡
者
・
展
示
者
・
輸
出

者
・
輸
入
者
は
、
当
該
Ｇ
Ｉ
産
品
ま

た
は
包
装
等
（
包
装
・
容
器
・
広

告
・
価
格
表
・
取
引
書
類
・
こ
れ
ら

を
内
容
と
す
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る

情
報
）
に
、
Ｇ
Ｉ
（
例
：
「
市
田

柿
」
の
名
称
）
お
よ
び
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク

を
使
用
で
き
ま
す
（
改
正
法
三
条
一

項
・
四
条
一
項
）。

　

前
記
を
除
き
、
何
人
も
、
同
一
区

分
の
農
林
水
産
物
等
・
そ
の
加
工

品
・
こ
れ
ら
の
包
装
等
に
、
Ｇ
Ｉ
ま

た
は
類
似
等
表
示
（
Ｇ
Ｉ
と
類
似
の

表
示
・
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る

表
示
、
後
述
⑸
参
照
）
を
使
用
し
て

は
な
ら
ず
（
改
正
法
三
条
二
項
本

文
）、
何
人
も
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
と
同

一
・
類
似
の
標
章
を
使
用
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
（
改
正
法
四
条
二
項
）。

　

こ
れ
ら
の
違
反
者
に
対
し
、
農
林

水
産
大
臣
は
措
置
命
令
が
で
き
（
法

五
条
、
二
一
条
）、
措
置
命
令
の
違

反
者
に
は
罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
（
改

正
法
三
九
条
、
四
〇
条
）。
ま
た
、

誰
で
も
当
該
措
置
命
令
を
請
求
で
き

ま
す
（
措
置
請
求
。
改
正
三
五
条
一

項
）。
な
お
、
Ｇ
Ｉ
登
録
に
保
護
期

間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
改
正
点
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

⑵　

Ｇ
Ｉ
の
使
用
主
体�

�

影
響
：
中　

★
★
☆

　

Ｇ
Ｉ
の
使
用
主
体
が
、
登
録
生
産

者
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
生
産
業
者

（
旧
法
三
条
一
項
第
一
文
）
か
ら
拡

大
し
、
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
の
譲
渡
者
・

引
渡
者
・
譲
渡
・
引
渡
し
の
た
め
の

展
示
者
・
輸
出
者
・
輸
入
者
と
な
り

ま
し
た
（
改
正
法
三
条
一
項
）。

⑶　

Ｇ
Ｉ
の
使
用
・
規
制
対
象�

�

影
響
：
中　

★
★
☆

　

Ｇ
Ｉ
の
使
用
・
規
制
対
象
が
、
登

録
Ｇ
Ｉ
産
品
・
包
装
・
容
器
・
送
り

状
（
旧
法
三
条
一
項
第
一
文
）
か
ら

拡
大
し
、
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
・
包
装
・

容
器
の
ほ
か
、
広
告
・
価
格
表
・
取

引
書
類
・
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供

さ
れ
る
こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
情
報

（
例
：
の
ぼ
り
旗
、
外
食
の
メ
ニ
ュ

ー
、
カ
タ
ロ
グ
、
陳
列
棚
の
値
札
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

等
）
と
な
り
ま
し
た
（
改
正
法
三
条

一
項
）。

　

併
せ
て
、
商
標
法
も
改
正
さ
れ
、

商
標
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
範
囲

が
、
送
り
状
に
Ｇ
Ｉ
を
付
し
て
展
示

す
る
行
為
（
旧
商
標
法
二
六
条
三
項

三
号
）
か
ら
拡
大
し
、
広
告
・
価
格

表
・
取
引
書
類
に
Ｇ
Ｉ
を
付
し
て
展

示
・
頒
布
し
た
り
、
こ
れ
ら
を
内
容

と
す
る
情
報
に
Ｇ
Ｉ
を
付
し
て
電
磁

的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
行
為
に

も
、
商
標
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
（
改
正
商
標
法
二

六
条
三
項
三
号
）。

⑷　

加
工
品
へ
の
Ｇ
Ｉ
の
使
用�

�

影
響
：
大　

★
★
★

　

商
標
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
範
囲

が
、
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
だ
け
で
な
く
、

そ
の
加
工
品
に
ま
で
拡
大
し
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
改
正
前
は
、「
商

品
（
筆
者
注
：
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
自
体
）

又
は
商
品
の
包
装
」
に
Ｇ
Ｉ
を
付
す

る
行
為
に
、
商
標
権
の
効
力
が
及
ば

な
い
（
旧
商
標
法
二
六
条
三
項
）
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

改
正
に
よ
り
、
商
標
法
二
六
条
三

項
一
号
に
か
っ
こ
書
き
が
追
加
さ

れ
、
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
（
登
録
Ｇ
Ｉ
産

品
を
「
主
な
原
料
又
は
材
料
と
し
て

製
造
さ
れ
、
又
は
加
工
さ
れ
た
同
条

第
一
項
（
筆
者
注
：
Ｇ
Ｉ
法
二
条
一
項
）

に
規
定
す
る
農
林
水
産
物
等
を
含

む
」）
ま
た
は
そ
の
包
装
に
Ｇ
Ｉ
を

付
す
る
行
為
に
、
商
標
権
の
効
力
が

及
ば
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
改

正
商
標
法
二
六
条
三
項
一
号
）。

　

対
応
す
る
Ｇ
Ｉ
法
の
規
定
で
は
、

登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
を
「
主
な
原
料
若
し

く
は
材
料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
若
し

く
は
加
工
さ
れ
た
農
林
水
産
物
等
」

ま
た
は
そ
の
包
装
等
に
も
、
Ｇ
Ｉ
ま

た
は
類
似
等
表
示
（
後
述
⑸
参
照
）

の
使
用
が
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
（
改

正
法
三
条
二
項
本
文
・
同
た
だ
し
書

一
号
参
照
）。

　

な
お
、
農
林
水
産
省
は
、
加
工
品

に
Ｇ
Ｉ
を
使
用
で
き
る
の
は
、
当
該

加
工
品
に
登
録
Ｇ
Ｉ
産
品
の
特
性
を

反
映
さ
せ
る
に
足
り
る
量
の
登
録
Ｇ

Ｉ
産
品
が
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
と
し
て
い
ま
す
。
特
性

を
反
映
さ
せ
る
に
足
り
る
量
は
、
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、
①
加
工

品
の
全
体
重
量
に
占
め
る
割
合
、
②

加
工
品
の
原
材
料
の
う
ち
、
登
録
Ｇ

Ｉ
産
品
と
同
一
種
類
の
原
材
料
に
占

め
る
割
合
が
基
準
に
な
る
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
真
正
品
の
使
用
割
合

の
明
記
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。

⑸　

使
用
禁
止
対
象�

�

影
響
：
大　

★
★
★

　

使
用
禁
止
対
象
が
、
Ｇ
Ｉ
と
同

一
・
類
似
の
表
示
（
旧
法
三
条
二
項

本
文
）
か
ら
拡
大
し
、
Ｇ
Ｉ
ま
た
は

「
こ
れ
に
類
似
す
る
表
示
若
し
く
は

こ
れ
と
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る

表
示
」（
＝
類
似
等
表
示
）
と
な
り

ま
し
た
（
改
正
法
三
条
二
項
本
文
）。

　

農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

①
産
品
名
称
の
使
用
が
Ｇ
Ｉ
産
品
の

産
地
と
誤
認
を
与
え
る
場
合
、
②
Ｇ

Ｉ
の
明
細
書
（
品
質
基
準
、
生
産
方

法
等
を
示
す
文
書
）
に
沿
わ
な
い
産

品
に
つ
い
て
は
、
ⓐ
真
正
の
産
地
を

記
載
し
て
い
る
場
合
、
ⓑ
翻
訳
、
音

訳
で
あ
る
場
合
、
ⓒ
～
種
、
～
タ
イ

プ
、
～
ス
タ
イ
ル
等
の
表
現
を
伴
う

場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ｇ
Ｉ
侵
害
と
さ

れ
ま
す
。

　

後
述
の
よ
う
に
（
４
⑶
参
照
）、

①
は
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側

面
に
関
す
る
協
定
（
以
下
、「
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
」
と
い
う
）
二
二
条

（
公
衆
の
誤
認
が
必
要
）
に
対
応
し
、

②
の
ⓐ
ⓑ
ⓒ
は
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二

三
条
の
追
加
的
保
護
（
通
説
で
は
、

公
衆
の
誤
認
は
不
要
）
の
適
用
拡
大

に
対
応
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
②
の
「
Ｇ
Ｉ
の
明
細
書

に
沿
わ
な
い
産
品
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ｉ
を
使
用
で
き
な
い
」
と
の
部
分

は
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二
三
条
＋
α

と
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
林
水
産
省
は
、
改
正

前
か
ら
②
の
ⓐ
ⓑ
ⓒ
は
〝
類
似
（
経

験
則
上
、
一
般
的
に
誤
認
混
同
を
生

じ
る
範
囲
）
の
表
示
〟
に
当
た
り
、

法
三
条
二
項
違
反
と
し
て
い
る
こ
と

に
注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
、
法
三

条
二
項
は
、
国
内
の
産
品
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

⑹　

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の
使
用�

�

影
響
：
中　

★
★
☆

　

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
「
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
義
務
、
旧
法
四
条
一

項
第
一
文
）
か
ら
、「
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
」（
任
意
、
改
正
法
四

条
一
項
）
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
既
登
録
の
Ｇ
Ｉ
産
品
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の
使
用
を
任
意
と
す
る

に
は
、
生
産
工
程
管
理
業
務
規
程
の

変
更
が
必
要
で
す
。

⑺　

登
録
商
標
の
使
用
の
主
観

的
要
件�

影
響
：
小　

★
☆
☆

　

Ｇ
Ｉ
登
録
日
前
の
商
標
登
録
出
願

に
係
る
登
録
商
標
の
使
用
に
つ
い

て
、
従
来
は
な
か
っ
た
主
観
的
要
件

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｉ
登
録
日

前
で
あ
っ
て
も
、「
不
正
の
目
的
（
筆

者
注
：
図
利
加
害
目
的
な
ど
）
を
も
っ

て
当
該
出
願
に
係
る
商
標
の
使
用
」

を
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
商
標
登
録

出
願
は
除
か
れ
ま
し
た
（
改
正
法
三

条
二
項
た
だ
し
書
二
号
）。

⑻　

先
使
用
権
の
時
期
的
要
件�

�

影
響
：
小　

★
☆
☆

　

Ｇ
Ｉ
と
同
一
の
表
示
ま
た
は
類
似

等
表
示
（
前
述
⑸
参
照
）
の
Ｇ
Ｉ
登

録
日
前
か
ら
の
使
用
に
係
る
先
使
用

権
に
つ
い
て
、
従
来
は
な
か
っ
た
時

期
的
要
件
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ

Ｉ
登
録
日
か
ら
七
年
経
過
日
以
後
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は
、
先
使
用
権
の
対
象
と
な
る
農
林

水
産
物
等
の
生
産
地
の
全
部
が
Ｇ
Ｉ

産
品
の
生
産
地
内
に
あ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
当
該
農
林
水
産
物
等
に
Ｇ
Ｉ

産
品
と
の
混
同
を
防
ぐ
の
に
適
当
な

表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
定

さ
れ
ま
し
た
（
改
正
法
三
条
二
項
た

だ
し
書
四
号
）。

４　

改
正
の
背
景

　

平
成
三
〇
年
改
正
は
、
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
的
確
な
実
施
の
確
保
が
目
的
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
、
次

に
み
る
よ
う
な
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
間

の
農
業
政
策
の
方
向
性
の
違
い
や
、

Ｇ
Ｉ
を
巡
る
激
し
い
陣
営
争
い
が
あ

る
の
で
す
。

⑴　

Ｅ
Ｕ
方
式
と
米
国
方
式
の

農
業
政
策

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
ジ
ア
諸
国

等
、
農
業
の
歴
史
が
古
い
国
は
、
原

産
地
の
自
然
的
要
因
と
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
、
産
地
ご
と
に
特
色
の

あ
る
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
原
産
地

に
よ
り
産
品
の
品
質
・
特
徴
を
識
別

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
産
品
の
特
質
は
、

産
地
に
由
来
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
土
地
ま
た
は

風
土
を
表
現
す
る
」
と
表
現
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
Ｅ
Ｕ
方
式

の
農
業
政
策
と
呼
び
ま
す
。
近
年
現

れ
た
日
本
の
農
業
政
策
の
方
向
性

は
、
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
一
般
に

農
業
の
環
境
負
荷
（
効
率
を
追
求
し

た
不
適
切
な
施
肥
・
農
薬
使
用
に
よ

る
、
地
下
水
・
河
川
水
の
水
質
汚
染

や
、
湖
沼
・
海
域
の
富
栄
養
化
、
土

壌
劣
化
、
周
辺
自
然
生
態
系
へ
の
悪

影
響
、
温
室
効
果
ガ
ス
・
酸
性
ガ
ス

の
増
加
な
ど
）
は
小
さ
い
で
す
。

　

一
方
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

等
、
農
業
の
歴
史
が
浅
い
国
は
、
当

初
よ
り
近
代
的
な
農
業
技
術
と
農
業

経
営
が
導
入
さ
れ
、
画
一
的
品
質
、

大
量
生
産
・
効
率
的
生
産
、
合
理
的

価
格
の
農
業
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

し
た
が
っ
て
、
産
品
の
特
質
は
、

生
産
企
業
（
人
的
要
因
）
に
由
来
す

る
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
を
米
国
方
式
の
農
業
政
策

と
呼
び
ま
す
。
戦
後
か
ら
こ
れ
ま
で

の
日
本
の
農
業
政
策
の
方
向
性
は
、

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
一
般
に
農
業

の
環
境
負
荷
は
大
き
い
で
す
。

　

米
国
方
式
で
は
、
産
品
の
特
質
は

人
的
要
因
に
由
来
す
る
の
で
、
原
産

地
呼
称
保
護
は
「
商
標
制
度
（
証
明

商
標
）」
で
対
応
し
ま
す
。
一
方
、

Ｅ
Ｕ
方
式
で
は
、
歴
史
的
に
は
自
然

的
要
因
が
決
定
的
で
、
後
に
人
的
要

因
を
加
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

か
ら
、
原
産
地
呼
称
保
護
は
商
標
と

は
異
な
る
独
自
（sui generis

）
の

「
Ｇ
Ｉ
制
度
」
で
保
護
し
ま
す
。

　

実
は
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
は
原
産
地
呼

称
保
護
に
つ
い
て
激
し
く
対
立
し
て

い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
前

記
の
米
国
方
式
の
農
業
や
食
品
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
流
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
食

文
化
」
と
「
食
の
多
様
性
」
を
重
視

す
る
観
点
か
ら
、
米
国
方
式
に
よ
る

食
文
化
の
激
変
を
阻
止
す
る
手
段
と

し
て
、
す
で
に
成
功
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
の
Ａ
Ｏ
Ｃ
制
度
に
倣
い
、
原
産

地
呼
称
制
度
を
導
入
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
は
、

原
産
地
呼
称
制
度
を
「
競
争
」
と

「
自
由
」
を
原
則
と
す
る
観
点
か
ら
、

自
由
貿
易
の
障
害
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
米
国
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

系
移
民
が
ル
ー
ツ
の
産
地
名
を
自
己

の
産
品
に
使
う
こ
と
が
多
い
と
い
う

背
景
も
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ

を
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
原
産
地
の
名
声
へ

の
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
（
た
だ
乗
り
）・

ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
希
釈
化
）
で

あ
る
と
問
題
視
し
て
い
ま
す
。

⑵　

Ｇ
Ｉ
制
度
の
歴
史

　

Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
対
立
に
つ
い
て
、

Ｇ
Ｉ
制
度
の
歴
史
か
ら
現
在
の
国
際

的
潮
流
ま
で
概
観
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

次
の
よ
う
に
、
①
Ｇ
Ｉ
制
度
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
展

し
て
き
た
概
念
で
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ

び
Ｅ
Ｕ
で
は
品
質
証
明
制
度
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
②
「
原
産

地
呼
称
」
と
後
か
ら
登
場
し
た
「（
狭

義
の
）
地
理
的
表
示
」
は
別
個
の
成

り
立
ち
で
あ
り
、
③
「
ワ
イ
ン
・
蒸

留
酒
」
と
「
農
産
物
・
食
品
」
は
区

別
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
原
産
地
呼
称

制
度
の
農
産
物
・
食
品
へ
の
拡
大
時

期
、（
狭
義
の
）
Ｇ
Ｉ
制
度
の
登
場

時
期
の
ご
着
目
く
だ
さ
い
。

　

一
七
五
六
年
、
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
に
つ
い
て
、
世
界

初
の
原
産
地
呼
称
管
理
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年

代
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、

概
ね
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
、
原
産
地
呼

称
制
度
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ａ
Ｏ
Ｃ
法
（
統
制

原
産
地
呼
称
法
、
一
九
三
五
年
、
当

初
は
ワ
イ
ン
と
蒸
留
酒
が
対
象
）

が
、
現
代
の
原
産
地
呼
称
制
度
の
基

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
農
産
物
・
食
品
に
Ａ

Ｏ
Ｃ
制
度
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、
一
九
九
二
年
、
Ｅ
Ｅ

Ｃ
理
事
会
規
則
で
、
農
産
物
・
食
品

に
つ
い
て
、
原
産
地
呼
称
（
Ｐ
Ｄ

Ｏ
）
お
よ
び
（
狭
義
の
）
地
理
的
表

示
（
Ｐ
Ｇ
Ｉ
）
の
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
四
年
、

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
に
「
地
理
的
表

示
」
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
協
定
で
は
、
ワ
イ
ン
・
蒸
留
酒

と
そ
れ
以
外
の
商
品
と
の
二
つ
の
レ

ベ
ル
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
締
結
後
も
Ｅ
Ｕ

と
米
国
は
対
立
し
ま
し
た
が
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
パ
ネ
ル
報
告
に
お
け
る
勧
告
を

受
け
て
（
後
述
⑶
参
照
）、
二
〇
〇

八
年
、
Ｅ
Ｃ
理
事
会
規
則
で
、
ワ
イ

ン
に
つ
い
て
も
、
原
産
地
呼
称
保
護

（
Ｐ
Ｄ
Ｏ
）
お
よ
び
（
狭
義
の
）
地

理
的
表
示
保
護
（
Ｐ
Ｇ
Ｉ
）
の
制
度

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
ワ
イ
ン
お
よ
び
農

産
物
・
食
品
と
も
に
、
原
産
地
呼
称

保
護
（
Ｐ
Ｄ
Ｏ
）
お
よ
び
（
狭
義

の
）
地
理
的
表
示
（
Ｐ
Ｇ
Ｉ
）
か
ら

な
る
Ｇ
Ｉ
制
度
と
な
っ
た
の
で
す
。

⑶　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
後
の
国

際
的
な
潮
流

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
で
は
、
次
の
合

意
が
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①

ワ
イ
ン
・
蒸
留
酒
以
外
の
産
品
に
つ

い
て
、
地
理
的
原
産
地
に
つ
い
て
公

衆
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
、

真
正
の
原
産
地
以
外
の
地
理
的
区
域

が
原
産
地
で
あ
る
と
表
示
・
示
唆
す

る
手
段
の
使
用
の
防
止
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
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だ
後
に
、
②
（
ア
ウ
ト
カ
ム
の
獲
得

に
よ
り
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
た
）
彼

ら
の
様
々
な
活
動
に
対
し
て
消
費
者

が
抱
く
プ
ラ
ス
の
連
想
が
、
ブ
ラ
ン

ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
（
資
産
的
価
値
）

と
し
て
Ｇ
Ｉ
産
品
に
還
元
し
蓄
積
さ

れ
、
農
産
物
の
価
格
上
昇
等
に
つ
な

が
る
の
で
す
。
Ｇ
Ｉ
登
録
し
て
も
農

業
所
得
の
増
大
等
に
直
結
し
な
い
の

は
、
こ
れ
が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（
詳
し
く
は
拙
稿
（
本
誌
五
四

四
号
一
六
～
二
一
頁
）
参
照
）。

　

実
際
、
Ｅ
Ｕ
で
も
、
Ｇ
Ｉ
制
度
と

対
に
な
る
「
味
の
景
勝
地
」（
フ
ラ

ン
ス
）
や
「
歓
喜
の
グ
ル
メ
地
域
」

オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
等
の
地
域
の
認
定

制
度
が
あ
り
ま
す
。
世
界
初
の
原
産

地
呼
称
法
の
対
象
で
あ
る
ポ
ー
ト
ワ

イ
ン
の
「
ア
ル
ト
・
ド
ウ
ロ
・
ワ
イ

ン
生
産
地
域
」
は
世
界
遺
産
で
も
あ

り
ま
す
。
観
光
か
ら
Ｇ
Ｉ
産
品
へ
の

還
元
で
す
。

　

わ
が
国
で
も
、
二
〇
一
六
年
度
に

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
度
に

「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
農

泊
・
食
文
化
海
外
発
信
地
域
）」
制

度
に
名
称
変
更
し
、
存
続
し
て
い
ま

す
（
図
表
２
）。

　

今
回
の
改
正
で
、
よ
り
Ｅ
Ｕ
型
の

Ｇ
Ｉ
制
度
に
近
づ
き
ま
し
た
。
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
一
環
と
し
て
Ｇ
Ｉ
登
録
し
た

生
産
者
団
体
が
、
地
域
の
認
定
制
度

に
取
り
組
む
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
に
よ
れ
ば
、

Ｇ
Ｉ
制
度
に
い
う
「
特
性
」
は
官
能

的
な
特
性
や
社
会
的
評
価
等
で
あ

り
、
Ｇ
Ｉ
申
請
に
お
い
て
、
機
能
性

の
特
性
欄
へ
の
記
載
は
想
定
し
て
お

ら
ず
、
よ
り
厳
密
に
審
査
さ
れ
る
よ

う
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
機
能
性
表
示
食
品
」

制
度
に
よ
る
補
完
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
香
川
小
原
紅
早
生
み
か
ん

（
Ｇ
Ｉ
登
録
五
四
号
）
は
う
ん
し
ゅ

う
み
か
ん
で
す
が
、
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
は
機
能
性
表
示
食
品
の
届
け
出

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
参
考
〉
Ｇ
Ｉ
制
度
と
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
と
の
組

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
拙
稿
（
本
誌
五
六
九

号
一
〇
～
一
五
頁
）
参
照
、
Ｇ
Ｉ
と
商
標
の

組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、拙
稿
（『
果
実
日
本
』

二
〇
一
八
年
第
七
三
巻
一
一
月
号
四
五
～
五

二
頁
）
参
照

 

（
あ
さ
の　

た
か
し
）

【図表２】ＧＩを補完する制度� � �

６次産業化の産品
（参考）

ＧＩ産品
機能性表
示食品　

ブランド連想に係る要素 生産地に由来した「特性」
機能性（消
費者庁）

直接的な収益の源泉 インカム ビジネスモデルによる「アウトカム」

地域の認定制度 日本農業遺産 農泊・食文化海外発信地域

関連制度 世界農業遺産 日本版ＤＭＯ（観光庁）

Ｓ
協
定
二
二
条
二
項
）
と
、
②
ワ
イ

ン
・
蒸
留
酒
に
つ
い
て
、
真
正
の
原

産
地
が
表
示
さ
れ
る
場
合
ま
た
は
地

理
的
表
示
が
翻
訳
さ
れ
た
う
え
で
使

用
さ
れ
る
場
合
も
し
く
は
「
種
類
」

「
型
」「
様
式
」「
模
造
品
」
等
の
表

現
を
伴
う
場
合
、
つ
ま
り
、
公
衆
を

誤
認
さ
せ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

地
理
的
表
示
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て

い
る
場
所
を
原
産
地
と
し
な
い
ワ
イ

ン
・
蒸
留
酒
へ
の
当
該
地
理
的
表
示

の
使
用
の
防
止
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定

二
三
条
一
項
、
い
わ
ゆ
る
「
追
加
的

保
護
」）
で
す
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
、
Ｇ
Ｉ
に
つ
い

て
独
自
（sui generis

）
の
制
度
を

採
用
す
べ
き
か
は
、
各
国
の
国
内
法

に
委
ね
ら
れ
、（
産
地
名
か
ら
な
る
）

産
品
の
名
称
が
普
通
名
称
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
協
定
二
四
条
六
項
参
照
）
に
該

当
す
る
か
も
各
国
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
型
の
独
自
（sui ge-

neris

）
の
Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
①
生
産

地
・
加
工
地
・
調
整
地
の
確
定
、
②

生
産
基
準
の
設
定
、
③
生
産
基
準
の

遵
守
に
つ
い
て
、
第
三
者
機
関
に
よ

る
監
視
・
監
督
か
ら
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
別
稿
に
譲
り
ま
す
が
、
二

〇
〇
三
年
、
米
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
、
Ｅ
Ｕ
型
の
独
自
（sui ge-

neris

）
の
Ｇ
Ｉ
制
度
は
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
協
定
に
違
反
す
る
と
し
て
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
パ
ネ
ル
設
置
を
要
請
し
ま
し

た
。
二
〇
〇
五
年
に
採
決
さ
れ
た
パ

ネ
ル
報
告
書
は
、
Ｅ
Ｕ
型
の
独
自

（sui generis

）
の
Ｇ
Ｉ
制
度
に
つ

い
て
、
基
本
的
に
は
国
際
協
定
に
違

反
し
な
い
と
の
結
論
で
し
た
。

　

結
局
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ

た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
で
は

合
意
に
至
ら
ず
、
現
在
は
、
二
国
間

の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）、
複
数
国

間
の
経
済
連
携
協
定
（
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
）
に
自
国
の
方
式
を

織
り
込
む
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
間
で
、

Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
自
国
の
方
式
を
世
界

標
準
に
し
よ
う
と
い
う
激
し
い
陣
営

争
い
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、

「
Ｇ
Ｉ
制
度
の
輸
出
競
争
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

前
記
協
定
の
交
渉
で
、
Ｅ
Ｕ
は
次

の
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

Ⓐ
Ｇ
Ｉ
は
独
自
（sui generis

）
の

制
度
を
採
用

Ⓑ
す
べ
て
の
産
品
に
追
加
的
保
護
の

適
用
を
拡
大

Ⓒ
商
標
と
Ｇ
Ｉ
の
併
存
を
肯
定

Ⓓ
相
互
に
、
保
護
す
べ
き
Ｇ
Ｉ
を
登

録
し
あ
う

　

一
方
、
米
国
は
次
の
こ
と
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

ⓐ
Ｇ
Ｉ
は
商
標
制
度
（
特
に
証
明
商

標
制
度
）
で
対
応

ⓑ
追
加
的
保
護
の
適
用
産
品
は
拡
大

し
な
い

ⓒ
商
標
と
Ｇ
Ｉ
の
併
存
を
否
定

ⓓ
普
通
名
称
の
判
断
基
準
お
よ
び
す

で
に
普
通
名
称
と
な
っ
て
い
る
も

の
を
確
認
す
る

　

ⓓ
か
ら
、
米
国
は
、
Ｅ
Ｕ
の
い
う

Ｇ
Ｉ
を
普
通
名
称
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
Ｅ
Ｕ
型
の
独
自
（sui 

generis

）
の
Ｇ
Ｉ
制
度
を
採
用
し

（
Ⓐ
）、
商
標
と
Ｇ
Ｉ
の
併
存
を
肯
定

（
Ⓒ
）
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
、
農
林
水

産
物
に
追
加
的
保
護
以
上
の
保
護
を

適
用
し
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二
三
条

＋
α
（
Ⓑ
＋
α
））、
Ｇ
Ｉ
産
品
リ
ス

ト
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
を
相

互
に
保
護
し
あ
う
こ
と
と
し
た
（
Ⓓ

に
対
応
）
と
評
価
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
韓
国
の
先
例
の
よ
う
に
、
米
国

の
巻
き
返
し
も
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で

す
。

５　

改
正
Ｇ
Ｉ
制
度
の
活
用

　

実
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
農
林
漁
業

者
自
身
が
獲
得
す
る
「
イ
ン
カ
ム

（
私
的
便
益
）」
を
直
接
的
に
増
大
化

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
の
農
林

漁
業
周
辺
の
事
業
者
が
獲
得
す
る

「
ア
ウ
ト
カ
ム
（
社
会
的
便
益
）」
と

親
和
性
が
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
①
Ｇ
Ｉ
産
品
を
中
心

と
し
て
、
地
域
の
観
光
関
係
者
（
旅

行
・
宿
泊
・
運
輸
）
や
イ
ベ
ン
ト
関

係
者
、
メ
デ
ィ
ア
産
業
等
の
農
林
漁

業
周
辺
の
事
業
者
が
連
携
的
に
活
動

し
、
彼
ら
が
ア
ウ
ト
カ
ム
を
獲
得
す

る
と
い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
挟
ん

も 

く 

じ ※お申込みは、巻末の申込書をご利用ください。
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